
 

我
が
家
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
大
津
に
居
を
構
え
て
２
４
年
、

４
人
の
家
族
と
猫
２
匹
が

て
、
大
晦
日
の
年
と
り
行
事
を

揃
っ

  

迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
各
々
の

に
応
じ
た
、
社
会
人
と
し
て
の

年
齢

 

自

立
が
テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
な
予
感
が
し
て
お
り
ま
す
。。 

 

編
集
長
は
、
五
七
歳
を

て
、
職
場
生
活
も
あ
と
三
年
余
と

な
り
、「
団
塊
世
代
の
挑
戦
」
よ
ろ
し
く
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ゴ

ル
フ
、
家
庭
菜
園
、
Ｈ
Ｐ

ロ
グ
更
新
、
読
書
・
映
画
鑑
賞
な

ど
を
こ
ま
め
に
追
い
求
め
て
、
バ
タ
バ
タ
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
人
は
止

た
時
が
危
な
い
！
、
と
専
ら
の

迎
え

 ・
ブ

 ま
っ

 

ウ

ワ
サ
で
す
。 

 

妻
は
、
つ
く
し
保
育
園

休
職
し
て
早
二
年
余
に
な
り
ま
し

た
。
保
母
の
「
職
業
病
」
で
あ
る
「
頸
肩
腕
」
症
候
群
か
ら
の

を

 

復

帰
を
め
ざ
し
て
、
懸
命
な

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
４

月
、
新
し
い
保
育
園
「
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
」
が
開
園
し
ま
す
。

治
療

 

そ

の
と
き
の
復
帰
が
最
後
の

と
な
り
そ
う
で
す
。 

 

長
女
は
、
愛
知
県
・
春
日
井
市
で
一
人
暮
ら
し
を
続
け
て
い
ま

す
。
オ
ム
ロ
ン
・
ソ
フ
ト
ウ

ア
か
ら
オ
ム
ロ
ン
へ
移
籍
と
な
っ

て
、
Ｓ
Ｅ
の
仕
事
は
相
変
わ
ら
ず
忙
し
く
て
毎
夜
十
時
～
十
一

機
会

 

エ

 

時

帰
宅
が
普
通
と
の
こ
と
。
２

月
に
一
度
く
ら
い
の
帰
宅
が
家

ヶ

 

族

と
の
触
れ
合
い
の
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

長
男
は
、
住
宅
メ
ー
カ

エ
ス
バ
イ
エ
ル
」
に
就
職
し
て
九

か
月
、
帰
宅
が
午
前
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
自
宅
か
ら

ー
「

 

通

勤
で
き
て
い
る
こ
と
が
せ

も
の
メ
リ
ッ
ト
か
。
体
力
勝
負
の

厳
し
い
世
界
の
よ
う
で
す
。

 

あ
と
、
七
歳
を
迎
え
た

コ
ロ
」
と
七
か
月
の
猫
「
ユ
キ
」

、
い
ず
れ
も
元
気
で
い
ま
す
。 

め
て

  猫
「

 

は

 

今
年
一
年
、
我
が
家
の
面

と
の
お
付
き
合
い
よ
ろ
し
く
お
願

い

 

０
７
年
１
月
元
旦

家
族
一
同

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

々

 ２
０

 

 
 

 

  

 
 

  
    

 

                        

                

メ

 

 

あ
な
た
へ
の

ッ
セ
ー
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２
０
０
７
年
の
新
春
を
皆
様
お
揃
い
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

大
津
市
○
○
一
丁
目
○
番
○
号 

松
村
新
聞
社 

 
 

編
集
長
・
妻
・
長
女
・
長
男 
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白
山
の
山
嶺
に
あ
る
一
里
野
温
泉
。
夏
は
リ
ゾ

ー
ト
、
冬
は
ス
キ
ー
で
に
ぎ
わ
う
温
泉
場
で
す
。

妻
が
湯
治
の
で
き
る
ス
キ
ー
場
と
し
て
選
ん
だ

所
。
長
男
が
今
年
の
四
月
か
ら
社
会
人
と
な
る
た

め
、
最
後
の
家
族
旅
行
と
い
う
こ
と
で
、
春
日
井

の
長
女
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
久
し
ぶ
り
の

家
族
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。  

 
1

月
二
日
出
発
。
一
里
野
温
泉
・
岩
間
山
荘
で

二
泊
プ
ラ
ン
で
す
。
到
着
後
、
天
領
の
湯
で
、
ゆ

っ
く
り
露
天
風
呂
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

二
日
は
朝
か
ら
ス
キ
ー
。
異
常
な
降
雪
で
、
ス

キ
ー
場
は
雪
で
埋
ま
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。
ゴ
ン

ド
ラ
が
強
風
の
た
め

運
行
中
止
。
長
女
と

孝
彰
は
シ
ョ
ー
ト
ス

キ
ー
、
長
男
は
ボ
ー

ド
で
し
た
。
二
年
ぶ

り
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

キ
ー
。
妻
は
温
泉
に

浸
か
り
な
が
ら
読
書

で
し
た
。  

 
 

三
月
一
日
は
、
立
命
館
大
学
・
衣
笠
キ
ャ
ン
バ

ス
の
卒
業
式
で
し
た
。
衣
笠
キ
ャ
ン
バ
ス
を
訪
れ

る
の
は
二
回
目
、
一
回
目
が
長
男
の
法
学
部
入
学

手
続
き
の
た
め
、
そ
し
て
卒
業
式
で
す
。
夫
婦
・

妻
の
母
と
三
人
車
で
出
か
け
ま
し
た
。  

 

法
学
部
は
午
前
十
時
か
ら
で
し
た
。
沢
山
の
父

母
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
法
学
部
八
八
四
名
卒

業
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。 

白
山
一
里
野
・
ス
キ
ー
＆
温
泉 

立
命
館
大
学
・
卒
業
式 

総
長
の
挨
拶
は
、
ア
メ
リ
カ
は
他
国
と
の
関
係

に
よ
っ
て
自
ら
を
正
義
と
す
る
こ
と
が
依
然
と

し
て
必
要
だ
が
、
中
国
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
他

の
国
は
ア
メ
リ
カ
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
く

な
っ
て
き
た
、
そ

う
し
た
二
一
世
紀

に
諸
君
は
巣
立
っ

て
い
く
、
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま

。 

乗
鞍
高
原
温
泉 

 

黄
金
週
間
の
連
休
を
利
用
し
て
中
津
川
と
乗

鞍
高
原
の
二
泊
三
日
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
（
夫

婦
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
三
人
）。 

 

中
津
川
で
は
、
墓
参
り
と
馬
篭
宿
の
散
歩
を
楽

し
み
ま
し
た
。
宿
泊
は
「
ホ
テ
ル
花
更
紗
」。 

す

 

乗
鞍
高
原
・
一
の
瀬
園
地
に
は
水
芭
蕉
が
群
生

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
水
芭
蕉
の
隠
れ
名
所
で
、

観
光
客
は
多
く
な
く
、
心
行
く
ま
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
水

芭
蕉
が
ち
ょ
う
ど

見
ご
ろ
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。 

水
芭
蕉
と
白
樺

と
残
雪
と
乗
鞍
岳

の
積
雪
と
、
な
か

な
か
絵
に
な
り
ま

す
。 

志
賀
高
原
・
ほ
た
る
温
泉 

今
年
の
夏
休
み
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
目
的
に
志

賀
高
原
へ
夫
婦
で
出
か
け
ま
し
た
。 

志
賀
高
原
に
は
「
池
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
と
い
う

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
田
の
原
湿

原
に
は
、
ワ
タ
ス
ゲ
が
一
面
に
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
る
で
、
綿
帽
子
の
よ
う
で
、
と
て
も
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
で
し
た
。
ま
た
、
木
戸
池
は
、

新
緑
の
中
で
た
っ
ぷ
り
水
を
た
た
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
池
の
淵
に
は
「
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
」
が

咲
い
て
い
ま
し
た
。 

浜
名
湖
弁
天
島
で
バ-

ベ
キ
ュ- 

 

今
年
の
「
い
と
こ
会
旅
行
」（
多
田
商
店
旅
行
）

は
関
東
と
関
西
の
中
間
地
・
浜
名
湖
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
盆
休
み
を
利
用
し
て
、
八
月
十
四
日
～
十

五
日
、
館
山
寺
温
泉
泊
の
一
泊
二
日
旅
行
で
し
た
。

初
日
の
昼
食
は
、
弁
天
島
に
あ
る
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
ま
し

。
総
勢
十
九
名
と
い
う
大
所
帯
で
の
野
外
の
食

事
と
な
り
ま
し

た
。
「
潮
干
狩

り
」
シ
ー
ズ
ン

で
、
弁
天
島
で

潮
干
狩
り
が
で

き
ま
し
た
。 

た
原
生
林
の
中
を
歩
い
て
い
く
と
ひ
ょ
う
た
ん

池
に
出
ま
す
。 

付

近
は
深
山
に
囲
ま
れ

て
幻
想
的
な
雰
囲
気

が
あ
り
ま
し
た
。 

翌
日
は
、
草
津
温

泉
と
白
根
山
へ
。
白

根
山
に
は
噴
火
口
の

湯
釜
が
あ
り
ま
す
。 

 

収

穫

し

た

「
ア
サ
リ
」
は

翌
日
ま
で
持
つ

よ
う
に
工
夫
し
て
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。  

 

到
着
後
、
野
洲
川

の
源
流
を
散
歩
。
山

の
緑
が
非
常
に
深
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。  

 

夕
食
は
、
マ
ツ
タ
ケ
を
含
む
沢
山
の
料
理
が
出

ま
し
た
。
味
付
け
も
美
味
し
く
、
十
分
に
及
第
点

で
し
た
。
風
呂
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
放
射
線
泉
。

ツ
ル
ツ
ル
の
感
じ
が
す
る
感
触
で
し
た
。  

 

翌
日
は
、
近
く
に
あ
る
日
野
町
の
『
ブ
ル
ー
メ

の
丘
』
に
寄
っ
て
、
中
を
散
歩
し
な
が
ら
、
花
・

羊
・
馬
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
希
望
で
ゴ

ー
カ
ー
ト
と
足
漕
ぎ
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
し
た
。
ゆ

っ
く
り
出
来
た
二
日
間
で
し
た
。 

 

土
山
・
カ
モ
シ
カ
荘
へ
小
旅
行 

湯
本
温
泉
・
湯
治
旅
行 

九
月
、
鈴
鹿
山
麗

に
あ
る
国
民
宿
舎

「
か
も
し
か
荘
」
へ

で
か
け
ま
し
た
。
夫

婦
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
妹
の
子
供
（
小
四
）

の
四
人
旅
行
で
す
。 

山
口
県
の
俵
山

温
泉
が
湯
治
に
良

い
と
聞
い
て
、
十

二
月
、
旅
行
社
の

連
泊
プ
ラ
ン
に
沿

っ
て
夫
婦
で
出
か

け
ま
し
た
。
宿
泊

し
た
の
は
湯
本
温

泉
・
『
ホ
テ
ル
枕
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水
』（
ち
ん
す
い
）
で
し
た
。 

近
所
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
大
変
に
ゆ
っ
く
り
し
ま

し
た
。
そ
の
散
歩
で
、
萩
焼
・
深
川
窯
元
を
訪
ね

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
湯
本
温
泉
を
流
れ
る
音

信
川
を
上
流
へ
歩
い
て
い
く
と
、
谷
間
を
流
れ
る

川
に
沿
っ
て
家
が
点
々
と
散
在
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
が
深
川
窯
元
で
し
た
。 

湯
本
温
泉
は
、
ｐ
Ｈ
の
高
い
ア
ル
カ
リ
単
純
泉

、
肌
が
ツ
ル
ッ
と
し
た
感
じ
に
な
り
ま
す
。 

で

 

俵
山
温
泉
へ
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
て

も
ら
っ
て
、『
白
猿
の
湯
』
に
し
っ
か
り
浸
か
っ

て
き
ま
し
た
。 

多
田
三
造
さ
ん 

一
回
忌 

 

六
月
に
多
田
三
造
さ

ん
（
雅
子
の
父
）
の
一

回
忌
の
法
要
が
あ
り
ま

し
た
。
姉
妹
（
瀬
田
か

ら
姉
さ
ん
、
福
岡
市
か

ら
妹
さ
ん
が
参
加
）
と

親
戚
筋
、
子
ど
も
は
兄

（
東
京
）
三
姉
妹
（
大

津
）
が
配
偶
者
と
と
も

に
参
加
、
そ
れ
に
、
孫
が
三
組
の
夫
婦
と
独
身
者

四
人
、
ひ
孫
が1

人
、
全
体
と
し
て
は
若
い
人
が

目
立
ち
ま
し
た
。  

 

仏
間
で
お
経
の
あ
と
、
び
わ
こ
ホ
テ
ル
か
ら
送

迎
バ
ス
が
き
て
、
食
事
は
び
わ
こ
ホ
テ
ル
の
豪
華

な
雰
囲
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
し
た
隣
り
に
座
ら

れ
た
お
坊
さ
ん
と
色
々
話
を
し
ま
し
た
。 

 

兄
夫
婦
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
遠
く
東
京
都

と
茨
城
県
か
ら
参
加
で
し
た
の
で
、
日
帰
り
で
し

た
。
遠
く
か
ら
ご

労
さ
ま
で
し

。 

苦

た

ロ
シ
ア
出
発 

壮
行
会 

今
後
は
、
ロ
シ
ア
の
学
校
で
日
本
語
を
教
え
る

教
師
と
し
て
の
再
出
発
す
る
と
の
こ
と
で
す
（
大

学
生
・
高
校
生
・
中
学
生
を
教
え
る
）。  

 

ロ
シ
ア
は
本
当
に
広
い
。
そ
れ
で
、
今
回
行
く

の
は
、
ロ
シ
ア
の
う
ち
で
も
中
央
シ
ベ
リ
ア
高
原

に
属
す
る
ク
ラ
ス
ヤ
ノ
ス
ク
（
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の

駅
・
大
き
な
街
）
と
い
う
街
か
ら
北
へ
六
十
㎞
行

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
街
と
の
こ
と
（
名
前
は
聞
き

ま
し
た
が
不
明
）。
ク
ラ
ス
ヤ
ノ
ス
ク
ま
で
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
五
千
㎞
と
い
い
ま
す
か
ら
、

桁
が
違
い
ま
す
。  

 

彼
は
、
ロ
シ
ア
語
を
独
力
で
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
街
に
日
本
人
は
一
人
も
い
な
い
と
の
こ
と
。

ロ
シ
ア
語
で
全
て
を
こ
な
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

単
身
赴
任
し
ま
す
が
、
日
本
か
ら
現
地
ま
で
の
交

通
費
が
給
料
の
数
ヶ
月
分
必
要
と
い
う
距
離
で

す
。
日
本
へ
帰
っ
て
来
る
の
は
年
一
回
く
ら
い
が

限
度
の
よ
う
で
す
。 

来
年
の
夏
に
帰
省
し
た
折
に
報
告
会
を
開
い

て
も
ら
っ
て
様
子
を
聞
く
予
定
で
す
。 

名
古
屋
に
住
む

編
集
長
の
妹
の
夫

が
今
ま
で
の
仕
事

に
区
切
り
を
付
け

て
、
ロ
シ
ア
へ
出

発
す
る
こ
と
に
な

り
、
九
月
三
十
日

に
姉
弟
妹
の
三
人

そ
れ
ぞ
れ
の
夫
婦

と
彼
の
お
母
さ
ん
が
参
加
し
て
、
壮
行
会
を
行
い

ま
し
た
。
会
場
は
名
古
屋
・
ホ
テ
ル
ル
ブ
ラ
王
山

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
し
た
。 

 

道
尾
秀
介
さ
ん
の
作
品
高
い
評
価 

『
背
の
眼
』
で
ホ
ラ
ー
サ
ス
ペ
ン
ス
大
賞
特
別

賞
を
受
賞
し
て
デ
ビ

ュ
ー
し
た
道
尾
秀
介

さ
ん
（
甥
）。
昨
年
度

は
、『
向
日
葵
の
咲
か

な
い
夏
』
を
発
表
し
、

第
六
回
本
格
ミ
ス
テ

リ
ー
大
賞
最
終
候
補

作
五
作
に
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。 

〇
六
年
度
に
入
っ
て
、
二
作
品
を
発
表
し
て
い

ま
す
。『
骸
の
爪
』
と
『
シ
ャ
ド
ウ
』。 

こ
れ
ら

の
作
品
は
い
ず
れ
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
よ

う

す
。 

で

 

先
ず
、
週
刊
文
春
が
選
ぶ 

『
週
刊
文
春 

傑
作
ミ
ス
テ
リ
ー 

ベ
ス
ト
一
〇
』 

で
は
、『
シ

ャ
ド
ウ
』
が
十
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。  

 

ま
た
、『
本
格
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
』
で
す
が
、

投
票
は
来
年
に
な
っ
て
か
ら
で
す
が
、
今
年
の
ベ

ス
ト
二
〇
が
発
表
に
な
っ
て
い
ま
す
。  

六
位 

「
シ
ャ
ド
ウ
」
七
位 

「
骸
の
爪
」 

九

位 

「
向
日
葵
の
咲
か
な
い
夏
」
と
三
作
も
入
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
す
ご
い
！ 

ま
た
、『
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い!

二
〇
〇

七
年
版 

ベ
ス
ト
一
〇
』 

で
は
、
三
位
に
『
シ

ャ
ド
ウ
』
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
ベ
ス
ト

三
〇
で
は
、
一
七
位
『
向
日
葵
の
咲
か
な
い
夏
』  

二
九
位
『
骸
の
爪
』
と
三
作
品
が
ラ
ン
ク
イ
ン
。

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。  

 
ど
の
作
品
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
う
れ
し
い
話
で
す
。
未
読
の
方
、
是
非

本
屋
で
購
読
し
て
い
た
だ
い
て
「
道
尾
ワ
ー
ル

ド
」
を
楽
し

く
だ
さ
い
。 
ん
で

家
庭
菜
園 
頑
張
っ
て
ま
す 

我
が
家
庭
菜
園
（
約
百
坪
の
畑
を
地
元
の
農
家

か
ら
借
用
）
で
は
、

年
間
に
六
〇
種
類

の
野
菜
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。 

今
年
の
野
菜
で
ヒ
ッ
ト
だ
っ
た
の
は
、
ヤ
ー
コ

ン
を
二
〇
株
栽
培
・
収
穫
で
き
た
こ
と
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
五
種
類
植
え
ら
れ
た
こ
と
（
男
爵
・
ア
ン

デ
ス
・
北
あ
か
り
・
シ
ン
シ
ア
・
イ
ン
カ
の
め
ぐ

み
）、
自
然
薯
が
よ
く
育
っ
て
い
た
こ
と
、
ゴ
ー

ヤ
を
沢
山
収
穫
し
た
こ
と
な
ど
で
す
。  

 

今
年
も
下
仁
田
ネ
ギ
・
ビ
ー
ツ
な
ど
新
種
に
挑

戦
す
る
こ
と
も
含
め
、
家
庭
菜
園
を
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

春
と
夏
の
野
菜 

ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
エ

ン
ド
ウ
・
ソ
ラ
マ

メ
・ 

タ
マ
ネ

ギ
・
キ
ャ
ベ
ツ
・

ニ
ン
ジ
ン
・
ネ
ギ
・
イ
チ
ゴ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

小
松
菜
・
ほ
う
れ
ん
草
・
ミ
ズ
ナ
・
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
・

ツ
ル
ム 

ラ
サ
キ
・
ア
シ
タ
バ
・
チ
ン
ゲ
ン
菜
・

レ
タ
ス
・
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
オ

ク
ラ
・
キ
ュ
ウ
リ
・
カ
ボ
チ
ャ
・
冬
瓜
・
ズ
ッ
キ

ー
ニ
・
ゴ
ウ
ヤ
・
イ
ン
ゲ
ン
豆
・
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・

ピ
ー
マ
ン
・
タ
カ
ノ
ツ
メ
・
万
願
寺
ト
ウ
ガ
ラ

シ
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ゴ
ボ
ウ
・
シ
ロ
カ
ブ
・
サ
ツ

マ
イ
モ
・
自
然
薯
・
ウ
コ
ン
・
ヤ
ー
コ
ン
（
以
上

三
八
種
類
）  

秋
と
冬
の
野
菜 

白
菜
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
カ
リ

フ
ラ
ワ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
小
松
菜
・
ほ
う
れ
ん
草
・

ミ
ズ
ナ
・
チ
ン
ゲ
ン
菜
・
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
・
菊
菜
・

壬
生
菜
・
チ
シ
ャ
・
イ
タ
リ
ア
ン
パ
セ
リ
・
ル
ッ

コ
ラ
・
バ
ジ
ル
・
大
根
・
白
カ
ブ
・
聖
護
院
カ
ブ
・

ニ
ン
ジ
ン
・
ゴ
ボ
ウ
・
日
野
菜
・
里
芋
（
以
上
二

二
種
類
）。 



（4） 2007年1月1日発行 NO121号 いちじゅういっさい 

 

編
集
長
は
現
在
『
団
塊

六
』
と
い
う
ブ
ロ
グ
を
運
営

し
た
の
は
二
〇
〇
四
年
の

よ
そ
二
年
に
な

す
。 

お

り
ま

 

現
在
、
記
事
数925
本
（

349

本
で
し
た
か
ら
一
年
間

訪
問
者
数

91,214

人
、
ト

251,870

回
、
ま
で
成
長
し

毎
日
更
新
を
続
け
て
き
ま
し

映
画
・
読
書
・
ス
ポ
ー
ツ

し
・
コ
ラ
ム
な
ど
に
分
類
し

て
い
ま
す
。
ブ
ロ
グ
に
感
想

お
陰
で
、『
映
画
一
〇
〇
本

目
標
は
超
過
達
成
し
て
、
映

六
五
冊
の
感
想
を
掲
載
す

た
。（「
団
塊
世
代
の
挑
戦

興
味
の
あ
る
方
は
覗
い
て
み

ブ
ロ
グ
の
運
営
（
団

妻
も
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
て

日
更
新
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
健
在
で
す 

 

我
が
家
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
一
汁
一
菜
』
は
継

続
運
営
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
開
設

し
て
六
年
九
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
週
に
一
回
以

下。

し
ま
っ
た
我
が

家
。
築
一
八
年

を
迎
え
た
こ
と

で
も
あ
り
、
思

分
の
壁
紙
を
張

い
切
っ
て
一
階
と
二
階
廊

り
替
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た

部

 

の
福
井

う
大
学
時
代
の
友
人
で
あ
る
万
所
さ
ん
が
郷
里

で
勤
め
て
い
た
「
ホ
ク
エ
ツ
福
井
」
と
い

会
社
か
ら
突
然
、「
指
名
解
雇
」
を
受
け
て
、

そ
の
撤
回
を
求
め
て
、
四
年
間
、
裁
判
闘
争
を
闘

い
、
高
裁
で
完
全
勝
利
の
判
決
を
勝
ち
取
っ
て
、

職
場
に
復
帰
し
て
い
ま
す
。
四
年
間
戦
い
抜
い
た

     

で
き
ご
と

族
の
生
活

て
い
ま
す

い
年
で
あ

の
一
端
を

。
今
年
一

り
ま
す
よ

な
り
ま
し
た
。
今
回
は

の
抱
負
を
割
愛
し
て
、

集
に
と
し
ま
し
た
。
家

紹
介
す
る
内
容
と
な
っ

年
、
皆
様
に
と
っ
て
よ

う
に
（
Ｍ
） 

二
年
ぶ
り
の
発
行
と

昨
年
の
実
績
と
新
年

中
心
の
編

「団塊世代の挑戦」で検索できます

世
代
の
挑
戦
二
〇
〇

し
て
い
ま
す
。
開
設

大
晦
日
で
し
た
か
ら

今
年
の
一
月
一
日
に

で576

本
の
記
事
数
）、

ー
タ
ル
ア
ク
セ
ス
数

て
き
ま
し
た
。
ほ
ぼ

た
。 

・
家
庭
菜
園
・
く
ら

て
記
事
を
ア
ッ
プ
し

を
書
き
込
む
作
業
の

、
読
書
五
〇
冊
』
の

画
一
五
〇
本
、
読
書

る
こ
と
が
で
き
ま
し

」
で
検
索
で
き
ま
す
。

て
く
だ
さ
い
。） 

 

塊
世
代
の
挑
戦
） 

い
ま
す
。
今
年
の
三

月
か
ら
「
リ
ハ
ビ

リ
日
記
」
的
な
内

容
で
ス
タ
ー
ト
し

て
、
今
、
記
事
数

が290

本
、
毎
回

コ
メ
ン
ト
が10

く

ら
い
あ
る
ブ
ロ
グ

に
成
長
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
も
毎

コ
ラ
ム
動
点
・
全
国
発
信 

 

回
発
行
す

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
『
Ｊ
メ
ー
ル
』
の
「
今
週
の

コ

の
ペ
ー
ス
で
書
き
始
め
た
コ
ラ
ム
動

点

 

壁
紙
を
張
替
え
て
一
新

コ
ラ
ム
動
点
が
、
自
治
労
連
が
週
一

る
ラ
ム
」
欄
に
採
用
さ
れ
て
、
全
国
発
信
さ
れ
て

い
ま
す
。 

一
九
八
九
年
に
職
場
の
労
働
組
合
の
機
関
紙

に
週
一
回

は
、
一
七
年
を
経
過
し
た
現
在
も
健
在
で
、
五

〇
〇
字
と
い
う
文
字
数
の
制
限
を
守
っ
て
、
毎
週

水
曜
日
の
組
合
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
時
事
性
を
重
ん
じ
な
が
ら
フ
リ
ー
ハ

ド
で
思
っ
た
こ
と
を
綴
っ
て
い
ま
す
。
気
楽
な
道

楽
と
し
て
今
後
と
も
末
長
く
続
け
て
い
き
ま
す
。

 

 

 

二
匹
の
猫
が

の
壁
紙
を
ボ

ロ 家
ボ
ロ
に
し
て

 

コ
」「
ウ
サ

」「
金
魚
」
な
ど
を
飼
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。 

生

近
く
で
、
い
ず
れ
も
飼
い

切
れ
る

匹
の
猫
を
飼
っ
て
い
ま
す
。  

ギ

 

家
の
新
築
と
と
も
に
や
っ
て
き
た
白
と
茶
の

「
ミ
オ
」
が
、
〇
六
年
、
十
八
年
生
き
て
大
往

猫
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
推
定
五
才
の
白
と
黒

の
「
コ
ロ
」
一
匹
に
な
っ
た
な
、
と
思
っ
た
そ
の

一
週
間
後
に
は
、
生
後
三
ヶ
月
位
の
真
っ
白
な
猫

「
ユ
キ
」
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
長
女
が
「
拾
っ

て
」
き
た
と
の
こ
と
。 

ミ
オ
と
コ
ロ
は
通
学
路
の
途
中
で
、
ユ
キ
は
春
日

井
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

生
き
物
は
長
女
が
好
き
で
、「
イ
ン

主
が
放
棄
し
た
所
を
タ
マ
タ
マ
通
り
か
か
っ
た

長
女
が
「
拾

っ
た
」
の
で

す
。 

そ
の
結
果
ほ

ぼ
途

こ
と
な
く
二

万
所
さ
ん
職
場
復
帰

し
ま
し
た
。 

ス
ト
テ
ン よ

う
で
楽
し
く
過
ご

何
で
も
ベ

 

★
昨
年
の
四
つ
星
映
画
（
洋
）
☆
イ
ノ
セ
ン
ト
・

ボ
イ
ス
（
十
二
歳
の
戦
場
）
☆
ホ
テ
ル
・
ル
ワ
ン 

千
尋
）
☆
老
い
の
語
ら
い
（
沢

ダ
☆
ス
タ
ン
ド
・
ア
ッ
プ
☆
シ
ン
デ
レ
ラ
マ
ン

☆
鬼
が
来
た
！
☆
コ
ー
ラ
ス
（
邦
）
☆
博
士
の
愛

し
た
数
式
☆
蝉
し
ぐ
れ
☆
ザ
有
頂
天
ホ
テ
ル
☆

カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル 

★
昨
年
の
四
つ
星
読
書
‥
‥
☆
君
の
星
は
輝
い

て
い
る
か
（
伊
藤

村
貞
子
）
☆
し
な
や
か
に
フ
ェ
ル
マ
ー
タ
（
松
野

迅
）
☆
生
協
の
白
石
さ
ん
（
白
石
昌
則
）
☆
笑
い

の
大
学
の
創
り
方
（
三
谷
幸
喜
）
☆
２
０
１
０
年

テ
レ
ビ
が
消
え
る
（
黒
田
充
）
☆
住
民
が
主
人
公

を
貫
く
町
（
山
田
兼
三
） 

    

編
集
後
記 
「松村新聞社」で検索で きます 
の
更
新
を
目
標

し
て
き
ま
し
た

こ
ち
ら

上に

。 

は
ア
ク

セ
ス

で

し

は
順
調
な

思

数34,321

件

、
Ｈ
Ｐ
と

て

方
だ
と

っ
て
い
ま
す
。 

、
爪
が
立
た
な
い

硬

 

近
所
の
内
装
屋
さ
ん
に
頼
ん
で
、
五
日
間
の
作

で
し
た
。
今
度
は
猫
対
策
で

業
い
壁
紙
を
選
択
し
ま
し
た
。
客
間
の
襖
・
障

子
・
畳
も
新
調
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
家
の
中
が

大
変
で
し
た
が
、
出
来
上
が
っ
て
み
る
と
、
や
っ

ぱ
り
新
し
い
も
の
は
い
い
も
の
で
す
。 

ミ
オ
は
往
生
・
ユ
キ
参
上 

を

す
ご
い
精
神
力
に
敬

服
し
て
い
ま
す
。 

大
学
の
同
窓
生
の
尽

力
で
、
職
場
復
帰

祝
う
会
が
京
都
・
宮

津
の
文
殊
堂
の
近
く

で
開
か
れ
、
参
加
し

ま
し
た
。
同
窓
会
の


